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閉塞性大腸炎の実験モデル作成と潰瘍形成過程の検討

北守 茂



索引用語：閉塞性大腸炎，虚血性大腸炎，腸管拡張，腸管血流，細胞増殖能
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著者は，独自に考案した閉塞器具（obstru‐

ctivecolitismaker，以下ＯＣｍａｋｅｒと略）を

用いて，ラットの大腸に不完全閉塞を作成し，そ

の口側腸管の拡張と潰傷発生について，血管処理

を施すことなく経時的に観察することのできる実

,験モデルを作成しえたので報告する．実験１では

本実験モデルの有用性を実証するために比較対照

群を設定して実験的閉塞性大腸炎の経時的変化を

検討し，実験２においてはその結果を基に本実験

系の病態生理学的変化を解明することを目的とし

て，閉塞後の腸管における形態学的変化と血流・

細胞動態との関連性および閉塞解除後の変化につ

いて検討を加えた．
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旭川医科大学内科学第３講座（主任：並木正義教授）

北守茂

独自に考案した閉塞器具（OCmaker）を用いて，ラットの大腸に不完全閉塞を作成し，

また一定期間の後にその閉塞を解除できる閉塞性大腸炎の実験モデルを確立した．閉塞作成後

は経時的に口側腸管が拡張し，それに伴って潰傷性病変が出現，進展した．閉塞後３日目まで

には，肉眼的にも明らかに潰傷と認められる病変が出現し，その潰傷底にはしばしば偽膜の付

着を認めた．病理組織学的には虚血性大腸炎の急性期と同様の所見が得られた．閉塞後の口側

腸管の拡張度と潰傷性病変の総面積との間には強い正の相関関係が得られた．腸管血流は閉塞

直後より減少し始めて５日目まで漸減し，閉塞解除後１週間では有意の回復を示した．腸管血

流と腸管の拡張度および潰傷性病変の総面積とは強い負の相関関係が得られた．大腸粘膜の細

胞増殖能は，閉塞後１日自から５日目までを通じて著明に冗進しており，腸管血流との間には

負の相関関係が得られた．本実験モデルは，腸管の閉塞と虚血性病変発生の関連性を直接証明

することができ，かつ簡便であることから，閉塞性大腸炎の病態生理解明に有用であると考え

る．

生機序には未だ不明な点も多い．また，検索した

限りにおいて，従来報告されてきた実験モデルで

腸管の閉塞と虚血性病変の関連性を直接証明した

ものは見当たらない．

一一

のために比較

大腸癌などによる内腔の閉塞あるいは腸管内容

物の通過障害がある場合，その口側の大腸粘膜に

潰傷性病変を形成することがある1,2)．近年，大

腸診断学の進歩とあいまって同様の所見を呈する

症例が閉塞性大腸炎として報告されてきた3-5)．

その成因に関しては，閉塞により誘発された口

側腸管の拡張と内圧上昇により腸管壁局所に虚血

が生じた結果，潰傷'性病変が発生するもので，基

本的には虚血性大腸炎と同様のものと推定されて

いる6)．しかし，拡張した腸管の全てに潰傷性変

化が認められるとは限らず7)，閉塞性大腸炎の発

病理組織学的検討

閉塞性大腸炎の実験モデルの作成

1．実験１：閉塞'性大腸炎の実験モデルの作成と
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